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公設試の利用方法 Q
A

どこに相談をすれば良いか
わからないのですが…

お近くの公設試または産
総研にご相談ください！
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機器・設備利用

依頼試験・分析

共同研究・受託研究

研究開発や品質管理、不良品の原因究明などに依頼
試験・分析をご利用ください。
企業の皆様の依頼に基づいて、原材料や製品の品質
確認、生産工程でのトラブル対策などに必要な分析・
測定・加工等各種試験を行っています。あらかじめ決
められた方法で、材料・部品の各種試験、化学分析、
加工などを行いますが、ご要望に応じて測定条件等
を変更することも可能ですのでご相談ください。
試験結果をまとめた報告書・成績書等を発行いたしま
す。

企業の応用開発や試作・製品化を支援するため、公設
試の研究成果を積極的に公表し、企業への普及や技術
移転に努めています。

〔共同研究〕

ものづくりに直結する応用開発や試作・製品化のため
の研究を企業の皆様と共同で行います。

〔受託研究〕

新製品開発や製品の性能向上に向けた技術課題を、
研究員が専門知識やノウハウ及び機器・設備を活かし
て解決します。
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公設試では様々な支援サービスを行っています。　地域や機関によって特
色がありますので、詳しくは公設試のホームページ等をご確認ください。

●技術講習会・技術セミナー各種
皆様のスキルアップにつながるような講習会・セミナー等を多
数開催しております。保有機器・設備の使用方法に関する技術講
習会、公設試が行っている研究と関連した技術セミナー等、専門
研究員が分かりやすく技術のご紹介をいたします。質問がしやす
い少人数制のセミナーも多くあります。

●研究会
産官学が交流する場として研究会等を組織し、人的ネットワーク
づくりや産官学連携を支援しています。

●研修制度
企業で研究・開発に携わる技術者の養成を目的としています。公設試の設備を用いた実習が中心です。詳細は各機関
のホームページにてご確認ください。

人材育成

情報提供
●情報発信
公設試の研究成果を発表するシーズ（技術）発表会の開催、刊行
物等発行、インターネットを活用した情報発信を行っていま
す。最新技術の情報収集や新たな事業展開につながるヒントや
アイデアの為の情報収集にご活用ください。

●施設見学会
公設試の様々な機器・設備等を見学することができる施設見学
会を開催しています。

Q
A

新しい技術・専門的な技術につ
いて知りたいのですが…

各種、研究会・セミナーを
開催し技術情報の普及に努め
ています。
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企業の皆様の依頼に基づいて、原材料や製品の品質
確認、生産工程でのトラブル対策などに必要な分析・
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「知の拠点あいち」高付加価値のモノづくりを支援する研究開発の拠点
高度な研究開発環境を提供

■産学行政の連携による共同研究開発から、 企業の研究開発・計測分析支援、
中小企業の技術的課題の解決までを担う総合的技術支援機関です。
►「知の拠点あいち」の中核施設として、 産学行政の連携による共同研究

プロジェクト等を実施します。
► 裔度かつ汎用的な計測機器による分析・評価などにより企業の研究

開発を支援します。

■当センター に隣接して、 太陽光の100万倍の明るさ
を持ち、 ナノレベルで物質の組成等を解析できる「あ
いちシンクロトロン光センター 」を（公財）科学技術
交流財団が整備・連営しています。

■透過電子顕微鏡 ■集束イオンビ ーム加工観察装置
■走査電子顕微鏡 ■走査プロー ブ顕微鏡
■X線光電子分光装置 ■飛行時間型2次イオン質量分析装置
■オ ージェ宅子分光装置
■X線回折装置 ■高分解能3次元X線顕微鏡
■小角散乱測定装置 ■マイクロフォ ー カスX線顕微鏡
■蛍光X線分析装置 ■誘導結合プラズマ発光分析装置 ■電子プロ ー ブマイクロアナライザー 分析装置
■高感度無機ガス分析装置 ■ガスクロマトグラフ質呈分析装置 ■液体クロマトグラフ質畢分析装置

■核磁気共鳴分析装置
■マトリックス支援レ ーザー脱離イオン化質量分析装置
■電波暗室
■EMC試験装置
■3Dプリンタ ー

■レ ーザー粉未焼結造形装置
■フルカラー積層造形装置

重点研究プロジェクト
•大学等の研究シーズを活用して県内主要産業が有する課題を解決し、 新技術の
開発・実用化や新産業の創出を促進する産学行政連携の研究開発プロジェクト

新エネルギ ー 実証研究エリア
•企業等の新エネルギー技術の実用化を促す研究開発拠点として整備された施設
•実証研究の場を無償で提供することにより企業・大学等の取祖を支援

あいちシンクロトロン光センタ ー一
•産業界のニーズが高い硬X線領域に対応
•エネルギー領域の巽なる5本のX AF 5 (X線吸収

微細構造）ビームラインは、 ほとんどの元素に対応
•使いやすい装囲設計、 材料の実使用環境を再現でき

る実験設備の充実
•新たに高性能なX線CT用ビームラインを整備

知の拠点あいちに関する情報は、インタ ーネットで「知の拠点あいち」をキー ワ ー ドに検索して下さい。

【公共交通機関をご利用の場合】
リニモ「陶磁資料館南駅」下車徒歩1分
（名古屋駅から約 50 分）

畑グ，）ーン【自動車をご利用の場合】
名占屋瀬戸道路長久手 IC から束へ約 3 km 
猿投グリ ーンロ ー ド八草 IC から西へ約 800m

〒470-0356
豊田市八草町秋合 1267-1
TEL 0561-76-8301 FAX 0561-76-8304 
URL http://www.aichi-inst.jp/ 

あいち産業科学技術総合センター 本部

•新たに高性能なX線CT用ビームラインを整備
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〒 448-0013
刈谷市恩田町1丁目157番地1
TEL: 0566-24-1841
FAX: 0566-22-8033
HP: http://www.aichi-inst.jp/sangyou/

名鉄「一ツ木」駅より徒歩10分

名鉄「知立」駅よりタクシー10分

ＪＲ「刈谷」駅よりタクシー12分

駐車場：約200台収容（無料）

金属材料室
●鋳造技術、溶接技術、表面改質評価に関する研究
●鋳造技術、溶接技術、熱処理、めっき、腐食に
関する技術指導

●依頼試験（材料強度試験、実物強さ試験、耐食性
試験、組織試験等）

●有機・無機複合材料の開発、分析技術に関する研究
●プラスチック、ゴム、セラミックス等に関する技術
指導

●依頼試験（材料強度試験、耐候性試験、成分分析等）
●燃料電池を始めとした次世代電池技術の開発･評価

化学材料室

●環境負荷低減に配慮した技術に関する研究
●セルロースナノファイバーに関する研究
●環境材料分野、包装技術、木材加工技術に関する
技術指導

●依頼試験（振動試験、圧縮試験、衝撃（落下）試験、
製品強度試験、耐燃焼性試験、成分分析 、微生物
試験等）

環境材料室

●地域企業の技術開発・製品開発の総合相談窓口
●各技術センターが持つ技術シーズ等の普及、技術情報の提供
●中小企業の人材育成支援

総合技術支援・人材育成室

●機械加工、精密測定、電気・電子技術、ロボット
に関する研究・技術指導

●依頼試験（精密測定、電磁・環境試験等）
●3D-CAD、ロボットのリスクアセスメントに関する
研修

自動車・機械技術室

■ 交通アクセス ■

産業技術センターは、製造業の盛んな本県において、機械、金属、プラスチック、木材等幅
広い業界を対象として、工業技術分野の技術支援を行っています。研究開発・評価の成果普
及に努めるとともに、地域企業の方々への技術相談、技術情報の提供にも取り組んでいます。

産業技術センター

あいち産業科学技術総合センター

産業技術センター
あいち産業科学技術総合センター
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●タイル、食器などの窯業製品の製造技術の試験研究及び技術支援
●原材料の試験研究及び技術支援
●産業デザイン（窯業に関するものに限る。）の試験研究及び技術支援
●依頼試験（原材料の化学分析、陶磁器製品の品質試験、食器の有害物質溶出試験等）

常滑窯業試験場では、地域企業の皆様の技術開発・製品開発や製造現場における技術上の
問題、不良品発生の原因究明などについて研究職員が相談、指導に応じています。また、
製品の品質管理、製品開発に役立てるため、企業の方からの依頼により、各種の材料・
製品の試験、分析、測定等の依頼試験や機器貸付を行っています。

〒 479-0021
常滑市大曽町4丁目50番地
TEL: 0569-35-5151
FAX: 0569-34-8196
HP: http://www.aichi-inst.jp/tokoname/

名鉄「常滑」駅より
知多バス「知多半田駅」ゆき
「窯業センター前」下車徒歩7分

駐車場：有（無料）

■ 交通アクセス ■

材料開発室

QRコードを陶磁器製品上に簡便に作製 原材料の粉末エックス線回折測定

陶製LEDランプシェードのデザイン 原材料の蛍光エックス線分析

あいち産業科学技術総合センター 産業技術センター
常滑窯業試験場
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〒 447-0861 碧南市六軒町2-15
TEL 0566-41-0410
FAX 0566-43-2021
HP http://www.aichi-inst.jp/mikawa-yougyou/

名鉄 三河線
「北新川駅」から徒歩7分

駐車場：約20台収容（無料）

●粘土瓦、れんが、原料などに関する研究
●粘土瓦、れんが、植木鉢などの製造技術、品質向上に関する技術指導
●依頼試験（原料の化学分析、粘土瓦の品質試験及び 施工性能試験、れんがの品質試験等）

■ 交通アクセス ■

三河窯業試験場は、碧南・高浜地域を中心としたやきもの業界の技術支援機関です。陶器
瓦、れんが、植木鉢などの製品開発や品質評価の実施、また、セラミック新素材、資源環境
技術の研究開発支援等を行い、業界の技術力向上を支援しています。

あいち産業科学技術総合センター 産業技術センター
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〒 489-0965
瀬戸市南山口町537
TEL: 0561-21-2116、2117
FAX: 0561-21-2128
HP: http://www.aichi-inst.jp/seto/

名鉄バス「本地口」下車徒歩25分
（地下鉄「藤が丘」駅より
「瀬戸駅前」ゆき、「菱野団地」ゆき、または
名鉄「尾張瀬戸」駅より「藤が丘」ゆきにて）

愛知環状鉄道
「瀬戸口」駅または「山口」駅より徒歩20分

駐車場：有（無料）

●原材料の開発研究・技術支援、セラミックス新素材
及び新技術の研究開発・技術支援

●依頼試験（物性試験、材料試験、成分分析等）

セラミックス技術室

●窯業製品の製造技術及びデザイン・加飾技術の
試験研究・技術支援、釉薬テストピース・データベース
閲覧

●依頼試験（耐火度、デザイン等）
●機器貸付

製品開発室

■ 交通アクセス ■

瀬戸窯業試験場は、「せともの」に代表される和・洋食器やノベルティ等の窯業業界の技
術支援機関として、高品質で特色のある製品のデザイン・生産技術の開発を行っています。
また、大きく成長しているファインセラミックスの研究開発にも取り組んでいます。

フラッシュ法熱測定装置 高精度熱膨張計 酸素雰囲気炉

あいち産業科学技術総合センター 産業技術センター
瀬戸窯業試験場
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●菓子及びパンの試験研究・技術支援
●清涼飲料の試験研究・技術支援
●機器分析並びに機器分析法の試験研究・技術支援
●依頼試験（栄養成分、食品異物、微生物試験、

官能検査、物性試験、その他の試験）

TEL 052-325-8093

分析加工技術室

●農産加工食品の試験研究・技術支援
●畜水産加工食品の試験研究・技術支援
●包装食品の試験研究・技術支援
●依頼試験（栄養成分、食品異物、微生物試験、

官能検査、包装材料、物性試験、
その他の試験）

●企画業務
TEL 052-325-8094

保蔵包装技術室

発酵バイオ技術室

■ 交通アクセス ■

食品工業技術センターは、県内食品業界の技術支援機関として、製品の高品質化・製造工
程の効率化のための研究開発や、新素材・新製品の開発に取り組んでいます。また、バイ
オテクノロジー、殺菌・保存技術等の先端・先進技術の開発・研究にも取り組んでいます。

〒451-0083
名古屋市西区新福寺町2丁目1番の1
TEL 052-325-8091（総務課）
FAX 052-532-5791
HP http://www.aichi-inst.jp/shokuhin/

地下鉄「庄内通」駅より徒歩12分

市バス「上堀越町」下車徒歩3分

JR・名鉄「名古屋」駅よりタクシー約20分

駐車場：51台収容（無料）

●酒類の試験研究・技術支援
●発酵調味食品の試験研究・技術支援
●微生物等の高度利用の試験研究・技術支援
●バイオ技術を利用した食品の試験研究・技術支援
●依頼試験（微生物の同定、微生物試験、食品異物、

栄養成分、その他の試験）

TEL 052-325-8092

あいち産業科学技術総合センター
食品工業技術センター
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〒 491-0931一宮市大和町馬引字宮浦35
TEL 0586-45-7871
FAX 0586-45-0509
HP http://www.aichi-inst.jp/owari

ＪＲ尾張一宮駅、名鉄一宮駅より

名鉄バス乗車「繊維センター前」下車

徒歩１分

駐車場：約８０台収容（無料）

■ 交通アクセス ■

尾張繊維技術センターは、毛織物を中心とする繊維総合産地の一宮市に立地し、繊維関
連業界の技術力向上を支援しています。また、e-テキスタイルの開発、炭素繊維の活用に
取り組むほか、産業資材・プラスチックなどの企業に対しても幅広く技術支援しています。

●技術相談・指導 織物・ニットの製造技術、染色整理など。
●依頼試験 織物・糸物性、染色堅ろう度、快適性、風

合いなど。
●研究・支援 織物・ニットの製造技術、染色加工、e-テ

キスタイル、福祉衣料、炭素繊維の活用。

素材開発室

機能加工室
●技術相談・指導 機能加工技術、IoT関連技術。
●依頼試験 繊維鑑別、化学分析、機器分析、

耐候性など。
●研究・支援 機能性加工、性能評価技術、

IoT関連技術。

引張試験

ＫＥＳによる測定ｅ-テキスタイル
センサー織物

織 機

織物のはっ水加工等
各種機能性の付与

製品に混入した異物分析促進耐候性試験

IoT(Internet of Things)

あいち産業科学技術総合センター
尾張繊維技術センター
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〒 443-0013
蒲郡市大塚町伊賀久保109
TEL 0533-59-7146
FAX 0533-59-7176
HP http://www.aichi-inst.jp/mikawa/

ＪＲ『三河三谷駅』下車徒歩２０分

ＪＲ『三河三谷駅』下車タクシー５分

駐車場：４２台収容（無料）

●綿・スフ織物、ロープ、ネットなどの研究・技術指導
●繊維製品などの性能評価
●繊維製品などの技術講習会・講演会・研究試作展の開催
●依頼試験（織物・編物・不織布・ロープ・ネット引張試験、
耐候性試験、溶融紡糸、繊維鑑別など）

製品開発室

産業資材開発室

■ 交通アクセス ■

三河繊維技術センターは、当地域の綿・スフ織物、ロープ、ネットなどの繊維業界を総合
的に技術支援する機関です。また、次世代産業を担う炭素繊維強化複合材料（CFRP）やナ
ノファイバーなどの新しい繊維関連の産業資材の研究開発により、イノベーション創出にも
取り組んでいます。
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至豊橋

至岡崎

至幡豆

三河三谷
東海道本線

東海道新幹線

老人福祉センター
寿楽荘●

三谷中学
三谷町東１

ロープ引張試験機(10t) 溶融紡糸装置

高速引張試験機複合材界面特性評価装置

多給糸フィラメントワインダー

超促進耐候試験機
(ﾒﾀﾘﾝｸﾞｳｪｻﾞｰﾒｰﾀｰ)
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技術に関することで困ったらまずお電話を・・・
名古屋市工業研究所は、当地域の中小企業を技術面から支援するため、
昭和１２年７月の設立以来、８０年以上にわたって当地域企業の皆様に
ご利用いただいております。

システム技術部
製品技術研究室 052-654-9861
・工業製品および部材の強度評価
・工業製品の振動耐久試験
・微小異物の成分分析

生産システム研究室 052-654-9938
・CAEを用いた構造設計、熱設計
・X線CTを用いた非破壊内部調査
・三次元形状測定および検査

計測技術研究室 052-654-9874
・吸音材・制振材および音響に関する測定
・熱・温度に関する材料物性の評価
・機能性複合材料の開発

情報・電子技術研究室 052-654-9926
・電子素子・電子回路の評価
・電気・磁気・電磁波特性の評価
・画像を応用した計測・制御システムの開発支援

金属材料研究室 052-654-9880
・金属材料および金属製品の強度特性の測定
・金属材料の顕微鏡観察と評価
・金属材料等における不良・損傷調査

表面技術研究室 052-654-9855
・めっき等表面処理技術の開発と評価
・有機ナノ材料（撥水材、界面化学応用技術）の開発と評価
・プラズマ技術を応用した表面処理

環境・有機材料研究室 052-654-9885
・プラスチックをはじめとする有機材料の試験・分析、評価
・プラスチック材料の利用技術、成形加工、複合材料開発
・湿式法による有価物のリサイクル技術

信頼性評価研究室 052-654-9913
・工業製品の長期信頼性評価試験（耐食性・耐候性・耐光性等）
・繊維等軟質材料の物性評価
・製品・部品の形状・寸法・表面性状の精密測定

材料技術部

＜主な技術相談項目＞

＜最近の導入機器＞
装置名 設備概要 仕様 その他

高分解能
質量分析計

有機化合物の精密質量を測定する機器です。試料の純度
が高く溶媒に溶けるものであれば直接導入が可能です。
また、樹脂などの固体試料は前段の熱分解ガスクロマト
グラフ装置を用いて、熱分解および発生したガス成分を
分離し、その精密質量を測定できます。

イオン源：マルチモードイオンソース(ESI, APCI)、
APGCソース(ガスクロマトグラフ対応APCI)
質量分析部：MS1 四重極、MS2 Tofマスアナライザー
質量範囲：四重極 m/z20-4,000、TOF m/z20-100,000
質量分解能：40,000FWHM(Resolutionモード時)

令和元年度
JKA補助金

超促進耐候性
試験機

屋外で使用される製品、各種材料の劣化をより早く促進
させ、劣化を再現する人工光源を用いた試験機です。
太陽光と比べ紫外部に20倍以上のエネルギーを持つ光源
を使用し、屋外暴露1年分を数日で再現可能です。

光源：水冷式6kWメタルハライドランプ
紫外線照度：1500W/m2

均斉度：90%以上
有効照射面積：190mm×422mm 

平成30年度
国補正予算
（経済産業省）

結露サイクル
試験機

試験対象に急激な温湿度環境変化を与えて結露を発生さ
せることを繰り返す試験機です。環境変化で生じる結露
や熱疲労による金属表面の腐食や異種素材接合部の劣化
が、耐用年数内で発生しないことを短期間で確認します。

高温恒湿器：結露サイクル試験時－10～＋100℃
低温恒温器：結露サイクル試験時－40～＋10℃
湿度範囲：40～95％RH
試験槽寸法：幅650mm、高さ460mm、奥行き370mm

平成30年度
国補正予算
（経済産業省）

多波長分光画像
活用システム

通常のRGBカメラは赤、緑、青の3色で画像を撮影する
のに対し、ハイパースペクトルカメラでは光を分光して
約100以上の色(光の波長)に対応する画像を撮影します。
RGBカメラでは困難な細かい色の違いを評価できます。

映像解像度：640×480pixel
波長範囲：400～1000nm
波長分解能：5nm
データビット数：10bit

アピアランス
測定器

目視で得られる外観の高品質感の数値化が可能です。塗
装面等の優劣や隣り合う部品外観の調和が評価できます。

測定機構：像の投射、カメラによるデータ取得方式
測定方法：静置測定 ２次元測定（25×16mm）

炭素・硫黄
分析装置

鉄鋼をはじめ各種材料の炭素および硫黄をppmから%
オーダーまで高精度に分析することが可能です。

測定成分：炭素および硫黄
燃焼炉：高周波炉、管状炉

示差走査熱量計
DSC

固体の比熱容量測定に用いられます。融点、ガラス転移
点、結晶化温度、融解熱量などの測定が可能です。

温度制御範囲：－20～550℃
（ただし比熱容量の測定範囲は室温から500℃）
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＜最近の主な事業＞

＜アクセス＞

画像解析技術の導入支援

３Ｄものづくり支援センター

３県１市連携

大気圧プラズマ技術

愛知県、三重県、岐阜県と名古屋市の連携
事業により導入した機器を活用し、地域企
業を支援します
・輸送機器の軽量化へ向けたマルチマテリアル化
支援プラットフォーム構築事業

・金属素形材の生産性向上に向けた
「デジタルものづくり」協創基盤整備事業

大気圧プラズマ照射による表面改質
・酸素ラジカルを含むプラズマ照射により、材料表
面への親水性の付与、樹脂の接着性の向上、表面に
付着した汚れの除去、ゴムや金属などの表面改質に
利用できます。

FUJI
Tough Plasma
FPE20 TYPE2

プラズマ
トリート
FG5001

イー・
スクエア

Precise300C

メインガス 窒素 空気 窒素

添加ガス 空気 なし 空気

効果 酸化 酸化 酸化

プラズマの
形状

装置外観

当所で利用可能な大気圧プラズマ装置

●地下鉄（名港線）・市バス共に「六番町」下車
●三重交通バス（50,63系統）「熱田六番町」下車

名古屋市工業研究所
〒456-0058 名古屋市熱田区六番三丁目4番41号
電話番号：052-661-3161（代表） ファックス：052-654-6788

ご利用時間 月曜日から金曜日 8時45分から17時30分まで
（祝日・休日・年末年始を除く）
駐車場：約100台あり

デジタルものづくりを支援します
・ユーザビリティに優れた3Dものづくり・IoT環境
を提供し、技術相談・依頼試験・受託研究などを通
して、中小企業の方々が抱える技術課題の解決を目
指します。また、3Dものづくり・IoTに関する情報
を講演・見学会により発信します。

X線CT装置
inspeXio SMX-225CT

FPD HR
（株式会社島津製作所）

非接触三次元
デジタイザ

ATOS III Triple 
Scan（GOM社）

生産現場への画像解析技術の導入支援
・生産現場にＡＩを導入するための支援を行ってい
ます。ＧＰＵを搭載したコンピューターを利用して
ＡＩによる画像の機械学習を効率的に行うことがで
きるため、カメラで撮影した製品の良否判定等に活
用することができます。また、ハイパースペクトル
カメラは、光を分光して画像を取得することにより
製品のより細かい色の違いまで評価することができ
ます。

機械学習
（ＡＩ）

良否判定

学習用画像 検査用画像

ＡＩによる良否判定の流れ

ハイパースペクトルカメラ
NH-1-NCI

（エバ・ジャパン株式会社）

三次元動作計測
システム

VENUS 3D
（株式会社ノビテック）

デジタルマイクロ
スコープ

VHX-6000
（株式会社キーエンス）

結露サイクル
試験機

TSA-103D-W
（エスペック
株式会社）

超促進耐候性
試験機

SUV-W161
（岩崎電気株式会社）

判定システム
（ＡＩ）
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を提供し、技術相談・依頼試験・受託研究などを通
して、中小企業の方々が抱える技術課題の解決を目
指します。また、3Dものづくり・IoTに関する情報
を講演・見学会により発信します。

X線CT装置
inspeXio SMX-225CT

FPD HR
（株式会社島津製作所）

非接触三次元
デジタイザ

ATOS III Triple 
Scan（GOM社）

生産現場への画像解析技術の導入支援
・生産現場にＡＩを導入するための支援を行ってい
ます。ＧＰＵを搭載したコンピューターを利用して
ＡＩによる画像の機械学習を効率的に行うことがで
きるため、カメラで撮影した製品の良否判定等に活
用することができます。また、ハイパースペクトル
カメラは、光を分光して画像を取得することにより
製品のより細かい色の違いまで評価することができ
ます。

機械学習
（ＡＩ）

良否判定

学習用画像 検査用画像

ＡＩによる良否判定の流れ

ハイパースペクトルカメラ
NH-1-NCI

（エバ・ジャパン株式会社）

三次元動作計測
システム

VENUS 3D
（株式会社ノビテック）

デジタルマイクロ
スコープ

VHX-6000
（株式会社キーエンス）

結露サイクル
試験機

TSA-103D-W
（エスペック
株式会社）

超促進耐候性
試験機

SUV-W161
（岩崎電気株式会社）

判定システム
（ＡＩ）
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[対応可能分野]
機械、金属、化学工業、プラスチック、石灰、
繊維、紙、複合材料、電気・電子、情報処理、
ソフトウェア、メカトロニクス

[得意技術]
機械加工、金属加工、プラスチック材料、
繊維加工、紙加工、複合材料、AI・IoT

[支援メニュー]
技術相談、依頼試験、機器利用（開放試験）
中小企業技術者研修、各種講習会、研修生受入
出前講座、共同研究、受託研究

[当センターのご利用]
来所、電話などでご連絡ください。
相談内容によって適切な担当者におつなぎします。

[当センターのお役立ち事例]

住所 〒501-3265 岐阜県関市小瀬1288
電話 0575-22-0147(代表) FAX 0575-24-6976
メール info@gitec.rd.pref.gifu.jp
ホームページ http://www.gitec.rd.pref.gifu.lg.jp
アクセス 岐阜バス 赤土坂または新田下車 徒歩約10分

※名古屋から赤土坂まで高速バスがあります(約60分)
長良川鉄道 関駅または刃物会館前駅 徒歩約25分
自動車 東海北陸自動車道関インターより 約10分

東海北陸自動車道美濃インターより 約15分
東海環状自動車道関広見インターより 約10分
東海環状自動車道富加関インターより 約20分

ＡＩを用いた工業部品の欠陥画像分類
◆技術相談の概要
・検査装置を用いて検査を実施しているが、傷のみではなく塵やほこりも過剰に不
良品として誤検出してしまうため、作業者が目視検査で全数チェックを実施してお
り、作業者の負担が大きいとともに、目視で の検査ミスが多発。
・ＡＩ技術により、検査精度の向上を図り、作業者の負担を軽減したい。
◆支援概要
・検査装置でNGとなった製品に関して、AIで欠陥品であるかどうかを判定する技
術を開発。
・AIでOKとなったものは正常品とし、NGとなった製品のみ目視検査を実施するこ
とで作業者の負担は軽減され、目視検査の判定ミスが減少。

正常品

不良品

NG
OK

OK

NG

検査装置

お問い合わせ TEL： 0575-29-7151
(ワンストップ相談窓口)

図 フィルターから粉じんが脱落する様子 高速度カメラ画像
（2000fps）

集塵機フィルターの自動クリーニング挙動の観察
◆技術相談の概要
・相談企業は、集塵機フィルターの自動クリーニング方法を考案し、クリーニング
時の挙動について独自に解明を進めていましたが、粉じんがフィルターから脱落す
る様子を明確に捉えることができず、挙動解明も困難な状況でした。
◆支援概要
・巡回技術支援として、企業に高速度カメラを持ち込み、フィルター自動クリーニ
ング時の様子を撮影しました。撮影された動画には、粉じんが脱落する様子が鮮明
に捉えられ(下図)、挙動解明に活用するとともに、製品性能の説明映像として展示
会等で利用されています。

道路に描く交通規制線用塗料の特性評価
◆技術相談の概要
・道路に描く交通規制用の線は、タイヤ接触・風雨雪により摩耗・劣化してい
く。 環境に優しい観点から、少量の塗料で、如何に摩耗・腐食に強い線を描
けるか、新しい塗料を開発したので評価してほしい。
◆支援概要
・開発した塗料で描いた線について、耐摩耗性をスガ式摩耗試験機、耐食性を
キャス試験機で評価し、これら機能に優れる塗料を特定した（依頼試験で対
応）。

スガ式摩耗試験 キャス試験機

製品に混入した異物の特定と対策
◆技術相談の概要
・製品上に付着した異物が何か特定し、今後の対策を講じたい。
◆支援概要
・技術相談で、異物が発見された工程、使用設備、考えられる異物について聞
き取り。光学顕微鏡を使用してサンプルを観察し、異物が付着しているのか、
変色なのか観察。・異物が付着している場合には、可能であれば異物をピン
セット等で取り出し（できなくても可）、電子顕微鏡観察、溶解性の調査、顕
微鏡下での赤外分光、元素分析、熱分析等を行い異物の特定を進め、発生工程
などを類推。
・現地で検証、今後の対策を助言。

異
物

【電子顕微鏡観察】電子顕微鏡
（卓上型、元素分析機能付き） 【元素分析観察】

異
物
と
同
じ
箇
所

に
鉄
元
素
を
検
出

70μm70μm
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岐阜県産業技術総合センター

[対応可能分野]
機械、金属、化学工業、プラスチック、石灰、
繊維、紙、複合材料、電気・電子、情報処理、
ソフトウェア、メカトロニクス

[得意技術]
機械加工、金属加工、プラスチック材料、
繊維加工、紙加工、複合材料、AI・IoT

[支援メニュー]
技術相談、依頼試験、機器利用（開放試験）
中小企業技術者研修、各種講習会、研修生受入
出前講座、共同研究、受託研究

[当センターのご利用]
来所、電話などでご連絡ください。
相談内容によって適切な担当者におつなぎします。

[当センターのお役立ち事例]

住所 〒501-3265 岐阜県関市小瀬1288
電話 0575-22-0147(代表) FAX 0575-24-6976
メール info@gitec.rd.pref.gifu.jp
ホームページ http://www.gitec.rd.pref.gifu.lg.jp
アクセス 岐阜バス 赤土坂または新田下車 徒歩約10分

※名古屋から赤土坂まで高速バスがあります(約60分)
長良川鉄道 関駅または刃物会館前駅 徒歩約25分
自動車 東海北陸自動車道関インターより 約10分

東海北陸自動車道美濃インターより 約15分
東海環状自動車道関広見インターより 約10分
東海環状自動車道富加関インターより 約20分

ＡＩを用いた工業部品の欠陥画像分類
◆技術相談の概要
・検査装置を用いて検査を実施しているが、傷のみではなく塵やほこりも過剰に不
良品として誤検出してしまうため、作業者が目視検査で全数チェックを実施してお
り、作業者の負担が大きいとともに、目視での検査ミスが多発。
・ＡＩ技術により、検査精度の向上を図り、作業者の負担を軽減したい。
◆支援概要
・検査装置でNGとなった製品に関して、AIで欠陥品であるかどうかを判定する技
術を開発。
・AIでOKとなったものは正常品とし、NGとなった製品のみ目視検査を実施するこ
とで作業者の負担は軽減され、目視検査の判定ミスが減少。

正常品

不良品

NG
OK

OK

NG

検査装置

お問い合わせ TEL： 0575-29-7151
(ワンストップ相談窓口)

図 フィルターから粉じんが脱落する様子 高速度カメラ画像
（2000fps）

集塵機フィルターの自動クリーニング挙動の観察
◆技術相談の概要
・相談企業は、集塵機フィルターの自動クリーニング方法を考案し、クリーニング
時の挙動について独自に解明を進めていましたが、粉じんがフィルターから脱落す
る様子を明確に捉えることができず、挙動解明も困難な状況でした。
◆支援概要
・巡回技術支援として、企業に高速度カメラを持ち込み、フィルター自動クリーニ
ング時の様子を撮影しました。撮影された動画には、粉じんが脱落する様子が鮮明
に捉えられ(下図)、挙動解明に活用するとともに、製品性能の説明映像として展示
会等で利用されています。

道路に描く交通規制線用塗料の特性評価
◆技術相談の概要
・道路に描く交通規制用の線は、タイヤ接触・風雨雪により摩耗・劣化してい
く。 環境に優しい観点から、少量の塗料で、如何に摩耗・腐食に強い線を描
けるか、新しい塗料を開発したので評価してほしい。
◆支援概要
・開発した塗料で描いた線について、耐摩耗性をスガ式摩耗試験機、耐食性を
キャス試験機で評価し、これら機能に優れる塗料を特定した（依頼試験で対
応）。

スガ式摩耗試験 キャス試験機

製品に混入した異物の特定と対策
◆技術相談の概要
・製品上に付着した異物が何か特定し、今後の対策を講じたい。
◆支援概要
・技術相談で、異物が発見された工程、使用設備、考えられる異物について聞
き取り。光学顕微鏡を使用してサンプルを観察し、異物が付着しているのか、
変色なのか観察。・異物が付着している場合には、可能であれば異物をピン
セット等で取り出し（できなくても可）、電子顕微鏡観察、溶解性の調査、顕
微鏡下での赤外分光、元素分析、熱分析等を行い異物の特定を進め、発生工程
などを類推。
・現地で検証、今後の対策を助言。

異
物

【電子顕微鏡観察】電子顕微鏡
（卓上型、元素分析機能付き） 【元素分析観察】
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岐阜県産業技術総合センターの主な機器

ぎふ技術革新センター（岐阜県産業技術総合センター内）の主な機器

電波暗室

3m 法電波暗室

（株）リケン環境システム

技
術
支
援
部

開

シールドルーム

（株）リケン環境システム

技
術
支
援
部

開

放射エミッション試験機

（株）テクノサイエンスジャパン

技
術
支
援
部

開

依

表面粗さ測定器
Form Talysurf PGI Novus

テーラーホブソン

万能材料試験機

（アムスラー）
RUH-500S4

（株）東京衡機試験
機

万能材料試験機

AG-100KNIS

（株）島津製作所

万能材料試験機
5985EXH

インストロン

冷熱衝撃試験機

ES - 76LMS

日立アプライアンス（株）

デジタルマイクロスコープ

VHX-1000

（株）キーエンス

刃物切れ味耐久試験機

（株）丸富精工

熱特性測定装置
Q2468

TA instrument

小型低真空電子顕微鏡
JSM-IT100

日本電子（株）

KES 風合い計測システム

KES-FB1、FB2、FB4、G5、F8-AP1

カトーテック（株）
開

繊
維
・
紙
業
部

依 小幅レピアサンプル織機

織華 TNY101A-20T

（株）トヨシマビジネスシステム

貫通細孔分布測定装置

CFP-1200AXL

Porous Materials

角形シートマシン（吸引タンク付）

No.2555

熊谷理機工業（株）

残留応力測定装置
（精密）

AutoMATE Ⅱ

（株）リガク

接触角計
DMsHR-400

協和界面科学（株）

原子吸光分光光度計
ZA3000

（株）日立ハイテクサイエンス

ダイヤフラム

成形機

MEMBRA6

Ring Maschinenbau

GmbH
中波長赤外線ヒーター

クリロスヒーター STC-BH-
19001  Krelus Infrared

次
世
代
技
術
部

原子間力顕微鏡

SPM-9600

（株）島津製作所

ガス水蒸気透過率測定装置

GTR-20XAGS

GTR テック（株）

次
世
代
技
術
部

依

開

次
世
代
技
術
部

依

三次元造形機
FORTUS 360mc-L

Stratasys

開

情
報
技
術
部

樹脂流動解析システム
Moldflow Insight Premium 2014  

Autodesk

耐電圧・絶縁抵抗試験器

TOS9201

菊水電子工業（株）

低抵抗率計

ロレスタ GP MCP-T610

（株）三菱アナリテック
開

情
報
技
術
部

依

開

情
報
技
術
部

依

マイクロフォーカス X 線 CT

TOSCANER-32300 μ FD

東芝 IT コントロールシステム（株）

技
術
支
援
部

開

X 線光電子分光分析装置
PHI5000 VersaProbe Ⅱ

アルバック・ファイ（株）

技
術
支
援
部

開

レーザー形状測定器

KS-1100

（株）キーエンス
開

機
械
部

機
械
部

依

機
械
部

依

機
械
部

依

機
械
部

依

開

自動摩擦溶接装

置

SHH - 204

日立設備

エンジニアリング
（株）

金
属
部

金
属
部

開 開

金
属
部

開

金
属
部

開

金
属
部

依

化
学
部

依

化
学
部

依

ｚ
化
学
部

依

開

化
学
部

依

開

化
学
部

依

開

繊
維
・
紙
業
部

繊
維
・
紙
業
部

繊
維
・
紙
業
部

依

開 開

サンプル不織布機

NL-380 9030 号機など

大和機工（株）

繊
維
・
紙
業
部

開開 開 開 開

開

情
報
技
術
部

開

次
世
代
技
術
部

ウォータージェット加工機
FlowMach3 1313b-XD

Flow International Corporation

次
世
代
技
術
部

依

開 開

非接触三次元計測システム
ATOS Compact Scan  GOM

情
報
技
術
部

依

開 開 開 開 開

低温恒温恒湿器

THN062PB（特）

アドバンテック東洋（株）

フィールドエミッション
電子プローブマイクロアナライザ

JXA-8530F 日本電子（株）

集束イオンビーム
高分解能走査電子顕微鏡複合装置

JIB-4600F 日本電子（株）

オージェ電子分光分析装置

PHI700Xi

アルバック・ファイ（株）開

依

技
術
支
援
部

開

技
術
支
援
部

依

開

技
術
支
援
部

依

開

機
械
部

5 軸 NC 加工機

VARIAXIS630-5X Ⅱ

ヤマザキマザック（株）
開

機
械
部

開

機
械
部

開

機
械
部

依 3 次元測定機
Prismo ULTRA 9 / 13 / 7 VAST GOLD

Carl Zeiss, Inc.
開

金
属
部

依

万能試験機

5985 型

Instron Corporation

ホットプレス
ONE DOWN-ACTING SINGLE ACTION 500

Pinette Emidecau Industries開

次
世
代
技
術
部

小型オートクレーブ

AC-900 × 1000L

（株）芦田製作所

次
世
代
技
術
部

開 開

次
世
代
技
術
部

振動試験機

F-100k-BEH/LA100AWW

エミック（株）

開

技
術
支
援
部

開

技
術
支
援
部

恒温恒湿室

TBE-8H20W6PACK

エスペック（株）
開

精密平面研削機
SGC-630S4-Zero3

（株）ナガセインテグレックス

電動サーボプレス
ZENFormer MPS675DS

（株）放電精密加工研究所

ナノインデンター
G200

Agilent Technologies, Inc.

開

金
属
部

依

開

依

化
学
部

発光分析装置
PDA-7z000

（株）島津製作所

フーリエ変換赤外分光光度計
FT/IR-6700、IRT-5200

日本分光（株）
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[対応可能分野]
窯業、化学、材料、電気・電子
情報、デザイン

[得意技術]
陶磁器原料・釉薬調合技術、成形技術
焼成技術、機能性セラミックス、
デザイン・加飾

[支援メニュー]
技術相談、依頼試験、機器利用（開放試験）
中小企業技術者研修、各種講習会、研修生受入
出前講座、共同研究、受託研究

[当センターのご利用]
来所、電話などでご連絡ください。
相談内容によって適切な担当者におつなぎします。

[当所のお役立ち事例]

住所 〒507-0811 岐阜県多治見市星ケ台3-11
電話 0572-22-5381  FAX 0572-25-1163
メール info@ceram.rd.pref.gifu.jp
ホームページ http://www.ceram.rd.pref.gifu.lg.jp

【アクセス】
東鉄バス 総合グランド前下車 徒歩約 3分

総合グランド口下車 徒歩約15分
タクシー 多治見駅より 約15分
自動車 中央自動車道多治見インターより 約15分

東海北陸自動車土岐南多治見インターより 約 5分

お問い合わせ TEL： 0572-22-5381

国道19号

国
道

248
号

東海環状
自動車道

中央自動車道

土岐南多治見IC

土岐川

多治見IC

多治見駅

岐阜県セラミックス研究所

コンビニ

コンビ
ニ

コンビニ

下石西山

東町1

東町4

上山町

住吉町

音羽町

至 瀬戸市

スーパー

セラミックパーク
MINO

市営球場
総合
グランド

テニスコート

多治見
中学校

土岐JCT

下石町西山口

至 笠原町

至 土岐市・瑞浪市

多治見
市役所

至 春日井市

多治見総合
グランド口

総合グランド前

JR中央線

高精細多積層転写技術を用いた透かし情報タグによる製品のブランド化
◆技術相談の概要

・海外での日本食ブームを背景に、品質の良い、日本製陶磁器を望む海外ユーザーが多い。その一方
で、偽物（粗悪な原料や粗雑な手法、落款印を偽装した精巧な模倣品）が横行し、正規品と模倣品を容易
に区別できるようにしたい。
◆支援概要
・当所が保有していた技術シーズを活用し、陶磁器製品のデザインに影響を与えない模倣が困難な蛍光材
料を用いて、情報タグを製品に印刷することで、模倣品を排除することを目的とした高精細多積層転写技
術を開発しました。この見えない情報タグは，ブラックライトを照射すると発光して浮かび上がり、スマートデ
バイスにて読み取ることが出来ます。

通常光でのデザイン ブラックライト照射時のデザイン

意匠にも応用可能

QRコードを表示
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[主な機器・設備の紹介]

粒度分布測定装置

分析機器

材料物性試験機

曲げ強度試験機 衝撃試験機 万能試験機

熱膨張測定装置

ジョークラッシャー

走査型電子顕微鏡 エネルギー分散型X線分析装置 紫外可視赤外分光光度計

蛍光X線装置 熱分析装置X線回折装置

機械ロクロ

粉砕・混合機

成形機

焼成炉

加工機

高温雰囲気炉

平面研削盤

ロールクラッシャー アトリッションミル フィルタープレス

電気炉マイクロ波ガス複合炉 ホットプレス

圧力鋳込み成形機 プレス成形機真空土練機

簡易切断機 簡易切断機（ダイヤモンドホイール） 切断機

誘導結合プラズマ発光分光分析装置 原子吸光光度計 水銀ポロシメーター 比表面積測定装置

18



研究開発：快適な生活環境を創出するための研究を行います

技術支援：製品評価、人間生活工学、デザイン、材料・製品試験検査を支援します
（得意分野：木質系材料分野、住宅、住環境、福祉用具分野）

（関連の依頼試験、開放機器利用、技術相談、人材育成、受託研究）

所在地 〒506-0058   高山市山田町1554番地
電 話 (0577)33-5252
ＦＡＸ (0577)33-0747 
職員数 17名(うち研究員数12名)

E-mailアドレス：info@life.rd.pref.gifu.jp
ホームページ：http://www.life.rd.pref.gifu.lg.jp/
JR高山本線「高山駅」下車 タクシー10分
中部縦貫自動車道（高山清見道路）「高山西IC」より車で15分

岐阜県生活技術研究所は、家具装備品製造業、木材・木製品製造業を対象に原材料、生産加工、
表面処理、デザイン等の各分野の試験研究を行っています。素材技術、生産技術等の分野に加え、
人間と製品及び住環境のあり方に関して、人間生活工学的評価に基づく、生活者からみたモノづ
くりや製品企画・評価を中心とし、福祉用具開発、住環境計測、エコマテリアル技術開発等を主
とした生活関連産業を支援する研究機関です。

主な機器・設備の紹介

材質特性評価装置

音響特性評価装置

体圧分布装置

ダブルチャンバー式環境試験室

塗膜性能試験

におい嗅ぎ装置付き
GC-MS

椅子耐久性試験機

木工用加工機

木質材料の
加工や、
表面物性を
測定

木材成分
を分析、
感性評価

木製品の
耐久性、
音響特性、
寸法安定
性を測定

照明環境シミュレーショ
ン
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これまでの主な研究・支援事例
曲げ木に関する研究

 現場における曲げ木工程の数値化によ
り、不良率を下げたい。

 曲げ木可否判定のプログラムを作成
 多様な樹種、多用なデザインに対応可
能な製造技術を支援

ヘルスケア市場向け椅子の製品化

 高齢者、個別ニーズに対応した椅子を開
発したい。

 腰痛者や姿勢保持に対応した機能を有す
る椅子を提案

インテリア板材の開発支援
 東農ヒノキという地域資源を使っ
た新素材を開発したい。

（この素材は、ヒノキやスギの薄い板
を複雑に接着、新たな意匠性を有する
が、製品時の反りが課題）

 製品使用時での温湿度環境条件
下の形状安定性、接着の強さ、
塗膜の耐久性、テーブルの強度
試験などを行い、製品化を支援

「軽量・高剛性」のTECCELL（テク
セル）を基材とした吸音パネルの開発

イメージ図

テクセル+不織布の吸音率

 テクセル既製品の用途を広げたい。
 表面に微細な開孔を設けることにより、
ヘルムホルツ効果により、吸音性が
アップすることを提案。

 当所の音響評価装置により、各周波数
の吸音特性を明確にした

商品名：セイント

 腰にやさしい椅子、姿勢サポート椅子を
商品化

6

11

16

21

0 60 120 180 240

含
水
率

（％
）

蒸し時間 （分）

蒸煮による水分把握⇧

引張側の伸び
適正な帯鉄厚さ⇨

樹種毎に異なる吸
水性把握↓

20



[対応可能分野]
食品加工分野

お問い合わせ TEL： 058-201-2360

[得意技術]
清酒・味噌・醤油などの醸造・発酵技術や寒天、
米菓、その他地域食材を用いた食品加工技術
ならびに食品の機能性の分析・評価技術

[支援メニュー]
技術相談、依頼試験、機器利用（開放試験）
中小企業技術者研修、各種講習会、研修生受入
出前講座、共同研究、受託研究、プロモータ派遣

[当所のご利用]
来所、電話などでご連絡ください。

■寒天研究室
住所 〒509-7607

岐阜県恵那市山岡町下手向1865-1
電話 0573-56-2556

【アクセス】
●明知鉄道山岡駅より徒歩15分

■岐阜県食品科学研究所
住所 〒501-1112

岐阜県岐阜市柳戸1番1
電話 058-201-2360（代） FAX 058-201-2363
メール info@food.rd.pref.gifu.jp
ホームページ http://www.food.rd.pref.gifu.lg.jp/

【アクセス】
●岐阜大学バス停から徒歩約5分
●岐阜バス 岐阜大学下車（C70系統、N45系統）

※JR岐阜駅、名鉄岐阜駅より約30～35分
●自動車 岐阜大学正門より入構、駐車場ゲートにて当所

ご来所の旨をお伝え下さい。

研修生受入（インターンシップ）

巡回技術支援

新たな日本酒用酵母の開発

依頼試験
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[当所のお役立ち事例]

[主な機器・設備の紹介]
クリーンルームエリア

微生物検査室

◆技術相談の概要
夏場の品種である飛騨ホウレンソウは冬場に栽培され
る品種に比べ日照量が多くルテイン含有量が多いとの
考えから、これを原料とした “IQF飛騨ホウレンソウ”
の機能性表示について相談がありました。

◆支援概要
ルテイン含量の担保（2017年当時は公定法なし）につ
いて技術相談や受託研究で対応し、ルテイン高含有
（10mg/100g）の機能性表示食品として2020年10月
に販売されることになりました。

IQF飛騨ホウレンソウ：生鮮品としては出荷できない飛騨ホウ
レンソウの端材を原料とする IQF（ Individual Quick
Frozen/バラ凍結）冷凍ホウレンソウ。

2020年10月1日発売（オープン価格）

成分分析・理化学実験エリア

香気成分分析装置 低真空電子顕微鏡 超高速液体クロマトグラフ
光学質量分析システム

醸造・発酵エリア

清酒醸造用タンク 麹室

交流・食品加工エリア

加工実験室 ニーダー

その他

官能評価室

レトルト殺菌装置

マイクロプレートリーダー
リアルタイムPCR装置
原子吸光分光光度計
窒素測定装置
紫外可視分光光度計
熱分析装置
フーリエ変換赤外分光光度計
食品物性測定装置
（レオメーター）
醸造用縦型精米機
蒸米機
ショックフリーザー
（急速冷凍・凍結）
真空凍結乾燥機
燻煙器

ルテイン高含有IQFホウレンソウ「ルテイン ルンルン ほうれん草」の開発を支援
機能性表示食品届出番号：E647（届出日 2019/12/26）
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地域の発展を支援する中核的機関として企業の技術課題解決や新分野
展開挑戦を支援します！

各課室の紹介

工業研究所の主な業務
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交通案内
●三重県工業研究所(TEL:059-234-4036)
〒514-0819 三重県津市高茶屋5-5-45

●金属研究室(TEL:0594-31-0300)
〒514-0937 三重県桑名市大字志知字西山208

●窯業研究室(TEL:059-331-2381)
〒510-0805 三重県四日市市東阿倉川788

●伊賀分室(TEL:0595-44-1019)
〒518-1325 三重県伊賀市丸柱474

交付金等による新設機器

砂型積層造形装置
（Sand Casting Meister SCM-10）

平成29年度補正予算「地域における中小企業
の生産性向上のための共同基盤事業」

http://www.pref.mie.lg.jp/kougi/hp/000124546.htm

X線CTシステム
（株式会社島津製作所製

inspeXio SMX-225CT FPD HR Plus）
平成30年度補正予算「地域未来オープンイノ
ベーション・プラットフォーム構築事業」
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富山県産業技術研究開発センターでは、企業の技術力向上に向けた技術支援メニューを強化
しました。また、オープンイノベーションによる新技術の創出、地域資源を活用した産業形
成の支援に取り組んでいます。 

ものづくり研究開発センター（高岡市） 
金属､樹脂､複合材料など素材の成形・加工技術の
研究開発から製品試作・評価まで、「ものづくり
研究開発」を切れ目なく支援します。 

生活工学研究所（南砺市） 
「衣」､「住」､「遊」といった人間生活に関係
する産業製品や生活資材の開発を支援するため
の試験研究及び指導を行っています。 

機械電子研究所（富山市） 
デジタルエンジニアリング技術、データ計測に
関するモニタリング技術および機能性電子デバ
イス技術や信頼性評価技術について支援します。

地域の産業集積に対応し、3研究所体制で 
企業をバックアップしています。 

組織体制 

産業形成に向けた拠点機能整備 

オープンイノベーション・ハブ&
製品機能・環境負荷評価ラボ

（ものづくり研究開発センター） 

先端デバイスマルチ信頼性試験室 
（機械電子研究所） 

環境試験装置 生活環境 
シミュレータ

高機能新素材 ヘルスケア IoT･AI 

試験機器集中管理システム ものづくりライブラリー 

ヘルスケア製品開発棟
（生活工学研究所）

産学官・異業種連携によるイノ
ベーションをハード・ソフトの 
両面から支援します。 

設計から評価に至るものづくり 
の一連の工程におけるデジタル
変革を支援します。 

ヘルスケア製品開発において、
感覚、生理、動作等の人間特性
を客観的に計測評価します。

快適感覚計測システム 

－とやま発・イノベーションを支援－ 

自然環境負荷試験室 

富山県産業技術研究開発センター
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特徴ある研究の紹介 
次世代産業の形成に貢献できる技術開発を行っています。 

お問合せ 富山県産業技術研究開発センター 企画調整課 

TEL: 0766­21­2121, FAX: 0766­21­2402, E­mail: kik02@itc.pref.toyama.jp 
Web: http://www.itc.pref.toyama.jp/ 

〒933-0981 富山県高岡市二上町150 

特色のある設備の紹介 

セルロースナノファイバーと
樹脂の複合化

サーボプレスによる
異種材料の接合

金属3Dプリンタによる 
タングステンの造形

手指衛生管理システム 
の開発 

エレクトロスピニング
による防虫ナノファイ
バーシート 赤ちゃんに快適な 

ベビーキャリー 

AIによるチューリップ
の病株判定 

微細加工可能な温度応
答性ゲルで製作したマ
イクロバルブ

高度化する産業技術に対応した評価機器を紹介します。 

大型部品の非破壊検査を
可能とする大型X線CT 

温湿度制御ができ、縦
方向と横方向の加振が
できる大型振動試験機 

電磁環境規制に対応した
10m法電波暗室 

小型自動車が入室できる
電磁環境負荷試験室 表面から数nmの元素分

析が可能なμ-XPS 

身体の活動状態や疲労度
を測定できる呼吸代謝測
定装置 

スポーツ用具の打撃試験
ができるスポーツ用具評
価システム

機械電子研究所 

生活工学研究所 ものづくり研究開発センター 

微小範囲かつ極表面の定
性分析が可能なオージェ
電子分光分析装置 
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企業の皆様の技術的な問題の解決に、工業試験場がお手伝いします。
■役割
石川県では、明治９年の勧業試験場から県内産業や技術者の育成に努めてきましたが、昭和３７年に繊維工業試験

場、機械工業指導所及び工芸指導所を統合した総合試験場となり、昭和５８年に現在地に移転しました。
本県では産業振興の新たな指針として、平成２６年に｢石川県産業成長戦略｣を策定し、地域経済の活性化に積極的

に取り組んでいます。工業試験場では、この指針を踏まえ、｢中小企業の試験室･実験室｣を基本コンセプトとして、
相談･指導、試験･分析、研究開発を強化･充実させ、既存産業の高度化を支援するとともに、次世代型産業の育成に
努めています。

技術相談 企業の技術課題を解決します
●基本的な支援
企業が抱えている技術課題を解決するため、研究職員が場内で面談するほか、企業に出向いてアドバイスします。

●集中的な支援
県内企業の技術的な問題解決や工業試験場の研究成果を企業に技術移転するため、複数回または複数年度にわたり支援をし

ます。

■事業の概要

測定・分析および設備の利用 開放試験を拡充しています
●依頼試験
工業試験場職員が分析・試験・測定し、成績書を発行します。

●開放試験
企業の技術者自身がおよそ250台の設備（開放機器）を操作できます。

研究・開発 ニーズに応える研究開発をしています
●受託研究
工業試験場の研究テーマに、研究開発段階から企業に参画いただき、製品化を促進します。

●産学官研究
新製品、新技術開発を、産学官の力を結集して行っています。

●工業試験場の研究開発
シーズを創出・育成したり、業界共通の技術課題を解決する研究を行っています。

人材養成 実習やセミナーで機器操作から最新技術まで
●研修
機器操作習得研修 工業試験場が保有する試作機器や分析機器の操作技術を習得します。
基盤技術講習 基盤となる技術のセミナーを開催します。
モノづくり百工塾 数回にわたる課題実習を通して、幅広い分野の将来を担う中核的技術者を育成します。
研究参画型研修 企業の技術者・研究者等が、試験場の研究に参画しながら研究開発のノウハウを習得します。

●セミナー
次世代技術産業育成講座・新技術セミナー 次世代産業の育成に繋がる最新の技術動向についてISICOと共催でセミ

ナーを開催しています。
●研究会の運営
当該分野における幅広いテーマ毎に研究会を運営し、情報交換や会員相互の交流を図っています。

石川県工業試験場
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従来は検出困難だったうすい
こすれ傷でもAIで検出可能に

ＡＩによる半導体製品の外観検査

半導体製品外観検査装置

■主な研究開発テーマ
近年注目されている技術の活用や新しい分野への進出を技術的に支援するほか、伝統産業や県産資源を活用した製品開発に積

極的に取り組んでいます。

兼六園の桜の花から分離した酵母の抽出エキスを配合
したシート美容液マスクを開発

アジのなれ寿しから分離した乳酸菌でフローズンヨーグルト
を開発

補助タイヤ用ホルダー

内部をハニカム構造にする
ことで軽量化したパネル

ファイアウォール部材（エンジン
ルームと運転席の仕切りパネル）

金型の内部水管化による
製品の高精度化（金属）

格子状の水管

可動部品のある外科手術
用器具（樹脂）

熱可塑性ＣＦＲＰを用いた
義肢

３Dプリンタ（金属・樹脂・石膏）造形の活用 製品開発や生産現場でのＡＩ・ＩｏＴ技術の活用

県産資源を活用した新しい発酵食品の開発 炭素繊維複合材料を用いた製造技術の開発

■交通と周辺案内
石川県工業試験場 九谷焼技術センター

ブルーレーザによる工具
への肉盛り積層（金属）

フルカラー造形物（石膏）
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陶磁器に関する様々な支援で企業をサポートいたします

昭和 年に「窯業技術指導所」としてスタートし
てから陶磁器に関する様々な研究開発や商品開発、
人材育成等の支援を行っています。
近年は、３次元ＣＡＤや切削加工機による商品開
発や技術支援、人材育成を進めております。
また、陶磁器の伝統文化と技術を伝え継承してい
くため、技術講座や食器デザイン展の開催、地域
の作陶活動の支援等にも取り組んでいます。

瑞浪市
窯業技術研究所

瑞 浪

中央自動車道瑞浪

総合文化ｾﾝﾀｰ

市役所
上 平

薬 師

国道１９号線

至

名
古
屋

至

中
津
川

ＪＲ 中央本線

●〒
岐阜県瑞浪市上平町５丁目５番地の１

●
●ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ：
●受付：平日 ８時３０分～１７時１５分

●依頼試験・試作 ●技術相談 ●各種技術講座・講演会の開催
●設備機器の貸出 ●児童生徒食器ﾃﾞｻﾞｲﾝ展の開催 ●地域活動の支援

依頼試験・試作手数料と設備機器使用料

設備機器使用料 単位 使用料
市内 市外

窯業機器 １回 円 円

電気炉 ℃ 以下 １回 円 円

℃ 以下 １回 円 円

電気炉 ℃ 以下 １回 円 円

℃ 以下 １回 円 円

電気炉 ℃ 以下 １回 円 円

℃ 以下 １回 円 円

試験試作手数料 単位 手数料
市内 市外

粒度分析 １試料 円 円

鉛・ｶﾄﾞﾐｳﾑ 溶出試験 １試料 円 円

スポーリング 試験 １試料 円 円

模型、原型試作 点 時間 円 円

意匠試作 点 時間 円 円

試作

ﾃﾞｰﾀ 作成 点 時間 円 円

切削加工 点 時間 円 円

●項目により材料代等の実費が加算されます。詳細についてお問い合わせください。

ご利用の流れ お問合せ – – ﾒｰﾙ：

来所 お申込み
試験・試作

の実施
結果書・試
作品の提出 お支払

ご来所のうえ、
担当職員と内容
について打合せ
します。

依頼書に必要事
項をご記入のう
え、お申込みく
ださい。

お預かりした試料で
試験を行います。
依頼内容に基づき試
作をします。

完了しましたら
電話連絡いたし
ます。ご来所く
ださい。

納入通知書をお
渡ししますので、
金融機関等でお
支払ください。

●郵送やメール、電話やＦＡＸでの依頼申込み受付や結果の通知は行っておりません。

主な業務

3131

瑞浪市窯業技術研究所
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ﾗﾊﾞｰﾊﾟｯﾄ直接印刷機の開発
年

自動凹版転写印刷機の開発
年から

通気性セラミック型の開発
年から

プレス成形樹脂型の開発
年から

大型湿式ﾌﾟﾚｽ樹脂型の開発
年

樹脂型による量産ｼｽﾃﾑの開発
年から

技術開発 樹脂材を利用した成形型や量産システムの研究開発と技術移転

３次元ＣＡＤと切削加工機による商品開発と技術者の育成
年から

海外マーケット向けの商品開発
年

新分野の開拓 デジタル技術を取り入れた商品開発や人材育成の支援

陶芸に親しむ 登り窯の焼成や、絵付け体験など陶芸を楽しむ活動の支援

絵付け体験や作陶教室の開催陶与左衛門窯（陶町）
年

学習工房 天神窯（日吉町）
年

地区由来の焼き物制作事業 地域住民と世界一の陶製ﾓﾆｭﾒﾝﾄを制作

世界一のこま犬
年 陶町

世界一の大皿
年 稲津町

世界一の茶つぼ
年 陶町

ドラゴン２１
年 釜戸町

主な成果と
支援事例

地元の企業をはじめ、
陶芸家や公民館、

地域の人たちの活動を
支援しています。

伝統文化の伝承 受け継がれてきた陶磁器の伝統と技術を次世代へ伝える

伝統技術伝承事業
年から

瑞浪土人形講座の開催
年

児童生徒食器ﾃﾞｻﾞｲﾝ展の開催
年から

軽量粘土 年

陶芸教室向けに軽くて、
乾燥切れの少ない粘土の開発

シート成形 年
板状の粘土でプレス成形して
量産するシステムの開発

香るブロック 年
廃棄する釉薬を再利用した
調湿素材のインテリア製品
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陶磁器産業の発展及び技術の向上、さらに地元企業への支援のため、人財育成
及び各種支援を行っています。  

人財育成   ※多治見市役所では“人材”を“人財”と表記しています。

美濃焼業界をはじめ全国の陶磁器生産地や、さらには海外をフィールドとし
て、やきもののあらゆる分野で活躍する人財の育成に取り組んでいます。
全国各地から集った若者たちが、土練りから成形技術、デザインや陶磁器釉薬
の知識まで広くその技術と知識を学び、明るい雰囲気の中、陶磁器の明日と自
らの将来を真剣に考える研修期間を過ごしています。
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デザイン・技術支援 

陶磁器に関するデザイン支援及び技術支援を行っています。
今までに支援したデザインは地元の陶磁器業界において数多く取り入れられています。
地場産業の振興支援のため、鉛・カドミウムの溶出試験、スポーリング試験及び機械器具
などの貸し出し、その他技術的な相談をお受けしています。

ご利用にあたり、事前に試験の内容や手数料などについて、窓口にご相談ください。

お問い合わせ 

多治見市陶磁器意匠研究所

〒507-0803 多治見市美坂町 2 丁目 77 番地 
電話：0572-22-4731 ファクス：0572-25-0983 
メール：ishoken@city.tajimi.lg.jp
アクセス方法

鉄道【中部国際空港から】名鉄特急／中部国際空港→名古屋（約 35 分） 
【東京 or 大阪から】新幹線／東京→名古屋（約 2 時間）、大阪 →名古屋（約 1 時間 10 分） 
【名古屋から】JR 中央線／名古屋～多治見（快速で約 35 分） 

車・東京方面から→豊田 JCT→豊田東 JCT→土岐南多治見 IC
（東名高速・伊勢湾岸自動車道・東海環状自動車道経由 約 4 時間 30 分）

・大阪方面から→小牧 JCT→多治見 IC（名神高速・中央高速経由 約 2 時間 30 分）

・多治見 IC・土岐南多治見 IC より車で約 10 分

陶磁器産業の発展及び技術の向上、さらに地元企業への支援のため、人財育成
及び各種支援を行っています。  

人財育成   ※多治見市役所では“人材”を“人財”と表記しています。

美濃焼業界をはじめ全国の陶磁器生産地や、さらには海外をフィールドとし
て、やきもののあらゆる分野で活躍する人財の育成に取り組んでいます。
全国各地から集った若者たちが、土練りから成形技術、デザインや陶磁器釉薬
の知識まで広くその技術と知識を学び、明るい雰囲気の中、陶磁器の明日と自
らの将来を真剣に考える研修期間を過ごしています。

デザイン・技術支援 

陶磁器に関するデザイン支援及び技術支援を行っています。
今までに支援したデザインは地元の陶磁器業界において数多く取り入れられています。
地場産業の振興支援のため、鉛・カドミウムの溶出試験、スポーリング試験及び機械器具
などの貸し出し、その他技術的な相談をお受けしています。

ご利用にあたり、事前に試験の内容や手数料などについて、窓口にご相談ください。

お問い合わせ 
多治見市陶磁器意匠研究所
〒507-0803 多治見市美坂町 2 丁目 77 番地 
電話︓0572-22-4731 ファクス︓
0572-25-0983 メール︓
ishoken@city.tajimi.lg.jp
アクセス方法
鉄道【中部国際空港から】名鉄特急／中部国際空港→名古屋（約 35 分） 

【東京 or 大阪から】新幹線／東京→名古屋（約 2 時間）、大阪 →名古屋（約 1 時間 10 分） 
【名古屋から】JR 中央線／名古屋～多治見（快速で約 35 分） 

車・東京方面から→豊田 JCT→豊田東 JCT→土岐南多治見 IC
（東名高速・伊勢湾岸自動車道・東海環状自動車道経由 約 4 時間 30 分）
・大阪方面から→小牧 JCT→多治見 IC（名神高速・中央高速経由 約 2 時間 30 分）
・多治見 IC・土岐南多治見 IC より車で約 10 分

陶磁器産業の発展及び技術の向上、さらに地元企業への支援のため、人財育成
及び各種支援を行っています。  

人財育成 ※多治見市役所では“人材”を“人財”と表記しています。

美濃焼業界をはじめ全国の陶磁器生産地や、さらには海外をフィールドとし
て、やきもののあらゆる分野で活躍する人財の育成に取り組んでいます。
全国各地から集った若者たちが、土練りから成形技術、デザインや陶磁器釉薬
の知識まで広くその技術と知識を学び、明るい雰囲気の中、陶磁器の明日と自
らの将来を真剣に考える研修期間を過ごしています。
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国立研究開発法人
産業技術総合研究所 中部センター

そうだ「産総研」　があった　︕

【産総研とは】

、

研究実施部門として、極限機能材料研究部門、マ
ルチマテリアル研究部門、磁性粉末冶金研究センター及び窒化物半
導体先進デバイスオープンイノベーションラボラトリが配置されて
います。 主に材料分野における国際産業競争力の強化に寄与するこ
とを目的とした研究に取り組むとともに、地域における産学官連携
の中核としての機能を果します。

総合力で課題解決
研究の基礎から応用まで、様々なステージで
企業の皆様をサポートいたします。

他国の追従を許さない高機
能化による製品の差別化、
および製造プロセスの革新に
よる競争力強化の実現に向け、
機能性材料の機能を極限性能
まで高めるための技術開発を
進め、次世代モビリティ分
野、エネルギー・環境分野、
安心な社会と人に関わる製品
分野への貢献を目指します。

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

未来モビリティと省エネ社会の
実現へ邁進する材料開発
～材料のフロンティアを切り拓く～

マルチマテリアル
研究部門

輸送機器や産業分野で
の省エネルギー化や材
料リサイクルなどの研
究開発を通じて持続成
長可能な社会構築に貢
献してまいります。

極限機能材料 
部門
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●技術移転
産総研の知的財産をご利用いただけます。ライセン
スに関する技術相談や技術評価、ライセンス締結まで
をサポートします。

●技術コンサルティング
最先端の研究開発で培った技術力を活かしたコン
サルティングにより、新規事業の立ち上げや新製品・
サービスの創出をサポートします。

●標準化
標準化は、新しい技術や優れた製品をすみやかに普及
させるビジネス・ツールとして有効です。標準化のノウ
ハウを生かして、市場拡大や海外展開を応援します。

●共同研究
共通の研究テーマを設定し、一緒に研究開発を行い
ます。研究テーマに応じて、イノベーションコーディ
ネータ等が最適な研究実施体制を構築します。

●受託研究
皆様から受託した研究テーマについて、産総研が研
究開発を行います。

●技術研修
研究者・技術者の方、学生の方は、一定期間産総研で
技術を習得していただけます。

技術相談のお問い合わせ

皆様が製品開発や改良などにおいて、技術的な課題に直面した時、産総研公式
ホームページの技術相談窓口から産総研にご相談いただけます。
詳しくは右記のホームページをご覧ください。

連携をサポート

イノベーションコーディネータ
● 企業等のニーズと産総研の有する技術シーズ
のマッチングを行います。産総研と共同研究を
したいが、産総研内の適切な研究者が分から
ない、研究者を産総研に派遣して研究を行い
たいが適切な研究ユニットが分からない、と
いった時はイノベーションコーディネータにご
相談ください。

技術移転マネージャー

●産総研が保有する技術、ノウハウ等の知的財産
を使っていただくためのお手伝いをします。
●科学、技術、ならびに知的財産に関する法務や
契約に精通しています。

更に連携の
可能性が
ある場合

技術相談等
事前調整

イノベーションコーディネータ、 産総
研研究者等との打ち合わせ

技術コンサ
ルティング

共同研究 受託研究 技術移転 標準化 技術研修

[ 主な連携の流れ ]

[主な連携メニュー]

主な連携メニュー

中部センターへのアクセス方法

JR名古屋駅から、JR中央線乗車の場合
①

5
②

JR名古屋駅から、地下鉄乗車の場合
 

5

名鉄瀬戸線乗車の場合
①小幡駅下車、小幡市バスのりば(２番)「志段味巡回」(始発)に　乗り換

え「志段味サイエンスパーク」下車、徒歩１分。
②印場駅下車、印場駅市バスのりば「志段味巡回」系統「東谷山フルーツ

パーク」行きに乗り換え、「志段味サイエンスパーク」下車、徒歩１分。
③印場駅下車、徒歩５分、印場市バスのりば「藤丘１２」系統「東谷山フ

ルーツパーク」行きに乗り換え、

自動車をご利用の場合
、もしくは

中部センター
〒463‒8560  
名古屋市守山区下志段味穴ケ洞2266‒98

15

214

155

国立研究開発法人
産業技術総合研究所中部センター

．
．．．

N
高蔵寺

神領

名鉄瀬戸線

JR中
央線

荒田 東谷山フルーツパーク

イオン

志段味西小学校

至藤が丘

至瀬戸

中志段味

志段味サイエンスパーク

印場 旭前 至尾張瀬戸

至春日井IC

東
名
高
速
道
路

消防学校

守山スマートI.C.国立研究開発法人
産業技術総合研究所 中部センター

そうだ「産総研」　があった　︕

【産総研とは】

、

研究実施部門として、極限機能材料研究部門、マ
ルチマテリアル研究部門、磁性粉末冶金研究センター及び窒化物半
導体先進デバイスオープンイノベーションラボラトリが配置されて
います。 主に材料分野における国際産業競争力の強化に寄与するこ
とを目的とした研究に取り組むとともに、地域における産学官連携
の中核としての機能を果します。

総合力で課題解決
研究の基礎から応用まで、様々なステージで
企業の皆様をサポートいたします。

他国の追従を許さない高機
能化による製品の差別化、
および製造プロセスの革新に
よる競争力強化の実現に向け、
機能性材料の機能を極限性能
まで高めるための技術開発を
進め、次世代モビリティ分
野、エネルギー・環境分野、
安心な社会と人に関わる製品
分野への貢献を目指します。

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

未来モビリティと省エネ社会の
実現へ邁進する材料開発
～材料のフロンティアを切り拓く～

マルチマテリアル
研究部門

輸送機器や産業分野で
の省エネルギー化や材
料リサイクルなどの研
究開発を通じて持続成
長可能な社会構築に貢
献してまいります。

極限機能材料 
部門
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